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◇特集/技術解説・□□□□■◇

　今回は，“鞭による教育効果”につい

て触れてみたい。というのは，最近，

社会で見られるいくつかの事象は，実

は，根は同じ，ここにあるのではない

か，と思えたからだ。

　ふと見たテレビに戸塚宏氏の顔が映

し出された。記憶が薄れた方もいるか

もしれないが，訓練生への暴行，死亡

事故で問題となった1983（昭和58）年

の“戸塚ヨットスクール事件”の中心

人物だ。最高裁まで係争した末，6年の

実刑が確定し，今年4月に服役を終えた

ばかりだ。彼の主張は，未だ，「体罰は

教育だ」である。正に，鞭によって人

を矯正させ，成長させるというものだ。

一方，現代の教育論者は，一様に，体

罰を否定している。学校内での生徒に

対する教師の体罰事件が報道されるた

び，校長らがテレビに向かい深々と頭

を下げ陳謝する。そして，教育委員会

は，生徒保護者側の気持ちや世論を慮

り，当の教師を“懲戒免職”にして収

束を図る。だが，教育の本質論はどち

らからも聞かれない。

　我々が子供の頃は，教師の愛情溢れ

た（?）体罰当たり前，スパルタ教育当

たり前，高校の体育系部活は地獄が当

たり前，…であった。自分ではどうに

もならない弱点，短所を是正，矯正す

るには，自分ではさらにどうにもなら

ない“外からの力”が有効とされた。

だが，現代の教育論は，短所の是正よ

り，長所のさらなる助長に向っている

らしい。「子供は褒めて育てろ」が，教

育基本となったようだ。“鬼の大松”か

ら“仏の小出”に時代は変わったのか

もしれない。

　さて，我が国の交通事故による死

亡者は年々減少しているらしい。1996

（平成8）年に年間1万人を下回り，昨

年（2005年）には，警視庁の発表で年

間6,871人だった。この背景には，自動

車の機能，整備向上，道路構造の改良，

救急医療体制の整備や運転者の遵法精

神，モラルの向上などがあると指摘さ

れている。だが，一方で気になる報道

もある。最近，“ひき逃げ事故”が多発

している，というのだ。これはかなり

悪質な犯罪だ。事故責任の完全放棄だ。

この現象に対し，ある報道は，「道路交

通法の改正による，飲酒に起因した事

故の罰則強化がある」と指摘している。

飲酒運転は，昔も今も，重大な犯罪で

ある。罰則が強化されたことにより，

事故を起こした者は，飲酒の発覚を恐

れ，被害者を放置したまま逃走し，さ

らに重い罪を重ねることになる。勿論，

酒を飲み，車を運転し，事故を起こし，

人を傷つけた本人に，弁解の余地は無

いし，同情することもない。ただ，気

になるのは，罰則強化が，単純に犯罪

抑止に繋がらないことである。

　そしてもう一つ。今年1月4日から施

行された「改正独占禁止法」の効果の

行方だ。これにより，法が禁じたカル

テル形成や入札談合に対し，課徴金算

定率が大幅に引き上げられた。例えば，

建設業の大企業の場合，課徴金は違反

期間中の総売上額に対し6%から10%に

引き上げられ，さらに，過去10年に遡

り再度違反の場合にはその5割増，15%

にもなる。まともな粗利で建設業を営

んでいる企業なら，この課徴金一発で

経営破綻に追い込まれてしまう。正に，

致命傷となる体罰だ。しかも，この課

徴金に減免というアメを付け，同犯者

からの密告を推奨している点にも注目

だ。かつて，ロッキード事件でのコー

チャン発言がアメリカ流司法取引から

出されたことに，多くの日本人は違和

感を覚えたはずだ。それが，今の日本

で現実となろうとしている。果たして，

この強烈な鞭と魅惑のアメで，我が国

の建設業界をどう矯正，成長させよう

としているのか。また，その試練に，

今日の業界体力がどこまで耐えられる

のか。この荒波を越えた向こうに，ど

のような未来があるのか。今は，ただ，

不安と期待のなかで見守るしかないよ

うだ。 〈編集委員長　石川和秀〉
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